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多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た

第
m
回
吉
舎
ふ
れ
高
い
巴
ま
っ
〓

吉
舎
自
治
振
興
会
は
、
日

月
1
9
日
、
2
0
日
の
両
日
に

わ
た
っ
て
m
回
目
の
節
目
を

迎
え
た
吉
舎
ふ
れ
あ
い
巴
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

1
9
日
は
前
夜
祭
と
し
て
、

塩
瀬
神
楽
団
（
安
芸
高
田
市

美
土
里
町
）
　
の
上
演
が
あ

り
、
会
場
は
い
っ
ぱ
い
の
人

で
熱
気
に
包
ま
れ
て
神
楽
を

堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た。

女
性
部
に
よ
る
バ
ザ
ー
も

盛
況
で
、
前
夜
祭
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

2
0
日
の
本
祭
り
は
、
朝
か

ら
の
小
雨
で
ど
う
な
る
の
か

と
気
を
も
み
な
が
ら
の
進
行

と
な
り
ま
し
た
。
各
部
代
表

者
に
よ
る
宣
誓
で
開
会
し
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
日
彰
館

女
性
会
の
バ
ザ
ー

高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

会
場
内
の
各
所
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
室
、
講
座
、
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
絵
画
、

書
道
、
陶
芸
、
写
真
、
編
み

物
な
ど
の
力
作
が
展
示
さ

れ
、
保
育
所
園
児
や
小
学
校

児
童
の
絵
画
、
書
も
展
示
さ

れ
多
く
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
内
外
を
練

り
歩
い
た
ち
ん
ど
ん
屋
を
は

じ
め
、
会
場
舞
台
で
は
保
育

所
園
児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
、

吉
舎
中
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏
、
子
ど
も
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
寸

劇
、
な
ど
素
晴
ら
し
い
舞
台

演
芸
と
な
り
ま
し
た
。
と
り

わ
け
初
め
て
の
口
和
エ
ン

ジ
ェ
ル
ス
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
に

は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
車
場
に
張
ら
れ

た
1
6
の
テ
ン
ト
内
で
は
飲
み

物
・
食
べ
物
・
加
工
品
・
野

菜
・
お
も
ち
ゃ
等
の
販
売
や

ゲ
ー
ム
・
餅
つ
き
で
小
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
終
日
の
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
最

後
は
参
加
者
全
員
に
よ
る

「
赤
と
ん
ぼ
・
ふ
る
さ
と
」

の
大
合
唱
と
、
「
す
き
さ
・

ふ
る
さ
と
」
を
踊
り
恒
例
の

福
餅
ま
き
で
祭
り
を
閉
じ
ま

し
た
。準

備
、
後
片
付
け
と
支
え

て
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
、

役
員
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
　
　
　
（
M
・
H
）

口
和
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス



きき・寮生塾蕎漬会「災害発生lその時もなたならどうする？」
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かセ
」とが大切である事、家族で災

定時

ウうつ紹介
ウェットランドでは、オ

オバン、チドリカモ、カ

ルガモ、バン、アオサ

ギ、カワウと見たことの

ない鳥を観察でき、楽し
い時間をすごしました。

最近では回を重ねるご
とに新しい発見に出会え

るか、楽しみに胸をわく

わくして参加していま

す。　　（田上孝治）

お茶のお点前だけでなく、おもてなしの
心や歳時を通して、日本の豊かな心を学ん

でいます。美術館へでかけて呈茶をして、

練習だけでなく、実践を積むことでいろい
ろな勉強をしています。

きき・柴生塾
講師伊藤正敏先生を中心に、9名の

メンバーで活動をしています。
バードウオッチングクラブは今年初め

て新設されたクラブで、私も初めて参加

させていただきました。

初日、バードウオッチングの心得は
「自然と野鳥にやさしいきもちで」の指

導を受け、いざバードウオッチングとな
りました。

最初の日はシロサギ、アオサギなど観

察し、名前を知って観察するのと知らな
いで観察するのとでは別な思いで見るこ

とを知り、新しい発見ができました。
2回目、3回目は灰塚ダムの知和ウェッ

トランドに行き、バ「ドウオッチングを

しました。ウェットランドは、コウノト

リが飛来したところで知られています。

風鈴、ランプシェイド、吊し飾りなどを作
られ、これらの作品の展示を、きさ104で

予定されています。

日程は11月6日（水）～12月1日（日）です。

去ることきんきい∧b562

自
主
防
災
の
活
動
に

糠
瞳
的
に
ご
参
加
を

三
次
市
で
は
「
だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
で
自
主
的
・

組
織
的
に
防
災
活
動
を
行
う
自
主
防
災

組
織
へ
の
活
動
支
援
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
3
年
間
の
計
画
で
、
各
住
民
自
治

組
織
に
育
成
活
動
補
助
金
を
交
付
さ
れ

ま
す
。吉

舎
町
自
治
振
興
連
合
会
で
は
、
今

年
度
6
3
2
．
0
0
0
円
の
補
助
金
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
補
助
金
は
、
6
地
区
の
自
治
振

興
会
と
連
合
会
で
、
組
織
設
立
・
防
災

訓
練
・
防
災
マ
ッ
プ
作
成
・
資
機
材
購

入
費
用
に
使
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
自
主
防
災
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
、
地
域
の
住
民
が
一
致
協
力
し

て
命
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
主

防
災
の
活
動
を
ご
理
解
の
上
、
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　
（
上
垣
良
三
）

1
0
月
2
5
日
（
金
）
、
吉
舎
生
涯
学

ン
タ
ー
で
、
三
次
市
危
機
管
理

ら
勝
山
課
長
を
講
師
に
お
迎
え

楽
生
塾
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

災
害
時
は
ま
ず
自
分
の
命
を
守
る

の
ル
ー
ル
を
決
め
て
お
く
事
、

の
避
難
場
所
以
外
で
も
地
域
の

中
で
緊
急
避
難
で
き
る
場
所
を
決
め

て
お
く
事
な
ど
を
聞
き
、
出
来
る
限

り
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
備
蓄
保
存
用
の
パ
ン

の
缶
詰
を
い
た
だ
き
、
『
今
日
は
こ

れ
を
持
っ
て
帰
ら
れ
て
、
お
宅
で
防

災
に
つ
い
て
の
話
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
』
と
の
宿
題
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
質
問
の
時
間
で
は
、
住
宅
の

耐
震
診
断
や
防
災
無
線
の
事
、
ま
た

「
備
蓄
品
は
ど
こ
で
購
入
で
き
る

か
」
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
連
携
を
強
め
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
お

互
い
が
助
け
合
え
る
吉
舎
町
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
松
田
正
美
）

謙一－－－。∵一∵「

∵
．
－
…

バ
ー
ド
”
う
・
オ
∴
γ
　
手
シ
ゲ
‥
ウ
う
つ



「安田ふれあい秋の集い」
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下
駄
飛
ば
し
で

1
0
月
2
7
日
（
日
）
、
秋
晴
れ
の

も
と
で
安
田
小
学
校
と
安
田
地
域

合
同
の
秋
の
集
い
が
、
和
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
保
育
所
の
子
ど

も
達
や
小
学
生
の
絵
や
書
字
、
地

域
の
人
た
ち
の
生
花
、
手
芸
、

シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
絵
手
紙
、
短
歌
、
絵
、

写
真
、
彫
刻
等
の
出
展
が
あ
り
ま

し
た
。
会
場
の
作
品
に
見
入
っ
て

い
た
M
さ
ん
は
、
「
作
品
を
観
て

い
る
と
そ
の
人
に
出
会
っ
た
気
に

な
っ
て
楽
し
い
で
す
」
　
ま
た
、
K

さ
ん
は
　
「
久
々
に
小
学
校
の
学
習

発
表
会
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
大

変
嬉
し
く
思
っ
た
」
そ
し
て
　
「
子

ど
も
達
の
一
所
懸
命
の
姿
に
感
心

し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
松
島
康
雄
さ
ん
が
2
7
・
9
5
メ
ー

タ
ー
飛
ば
し
て
今
ま
で
の
安
田
記
録
を

更
新
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
投
票
で
は
、
緑
色
の
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル

ア
オ
ガ
エ
ル
を
撮
影
さ
れ
た
寺
曽
ス
ズ

カ
さ
ん
が
、
金
賞
と
な
り
ま
し
た
。

校
庭
の
一
角
で
は
、
野
菜
や
切
り

花
、
ぶ
ど
う
、
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

蜂
み
つ
、
綿
菓
子
、
ボ
ン
菓
子
、
特
製

漬
物
石
等
の
販
売
も
あ
り
会
場
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
所
の
事
業
内
容
や
目
新

し
い
商
品
紹
介
に
、
「
エ
ー
こ
ん
な
こ

と
も
出
来
る
の
」
　
「
安
田
の
こ
と
に
つ

い
て
知
ら
な
い
こ
と
あ
る
ネ
」
と
身
近

な
ア
ナ
ロ
グ
情
報
を
聞
い
て
喜
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
恒
例
の
　
「
福
ま
き
」
　
で

は
、
会
場
に
集
ま
っ
た
全
員
が
、
両
手

を
拡
げ
「
福
」
掴
み
に
笑
顔
で
参
加
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
山
田
徳
明
）

下
駄
飛
ば
し
で
記
録
更
新
！

バ
ザ
ー
は
大
に
ぎ
わ
い

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
一
位

題
名
　
「
う
っ
と
り
」

1
0
月
2
7
日
（
日
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
が
現
在
の
場
所
に
移
転
し
て
初
め

て
の
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
展
示
品
な
ど
の
準
備
を
行

な
い
、
当
日
は
朝
早
く
か
ら
女
性
部
の
皆

さ
ん
に
よ
り
う
ど
ん
・
お
む
す
び
等
の
バ

ザ
ー
の
準
備
が
さ
れ
て
、
m
時
の
開
館

と
同
時
に
大
勢
の
方
が
お
見
え
に
な
り
、

昔
の
農
機
具
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
や
盆
栽
・
手

芸
作
品
・
絵
・
書
・
写
真
等
地
元
の
方
の
作

品
に
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
健
康

コ
ー
ナ
ー
で
は
血
圧
の
測
定
や
保
健
師
に

よ
る
健
康
指
導
が
行
わ
れ
、
舞
台
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
さ
れ
て

い
る
方
等
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
・
カ
ラ

オ
ケ
、
法
被
を
着
て
の
吉
舎
音
頭
の
踊
り

や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
・
健
康
体
操
の
先
生
に
よ
る
ハ
ワ
イ

ア
ン
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
全
員
が
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ

て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
大
勢
の
皆
さ
ん
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
　
　
（
早
川
安
明
）

区
文
化
祭
開
催



綴患綴　　　　　　　・慰巌漆擬態　驚回元所な　事こ神す　文事日　　割 �� 

温脈∴∴｛∵∴ 隠i懸撥講話‥・懸懸翻溺醸・ ：i ；・．綴※・。○ ＼＼∴∴　∴鰯．∴∴∴　○ 　　l ∴∴∴言∴∴∴∴∴　筆 ∴∴∴∴∴∴、 　ヽ‘ま・ 軽選　て今地札にるく祭で地田6地 

し　　　　　　この �文 化 財 め ぐ り � 
二十七番札所　相は堂　　　　　　　　　　　　　　　　　次だたの今彩花が“こ 

畜むしろ救いでもかめ勧堂親茸も崩せっる身を　揮経基呈空讐講 目 ∴∴．聾華麗∴∴三三三三三三 ）‘醗蕎三誓霊・”懇願醸 ＼∴ 一・懸深紫：闘閥 ：∴畢　一一：÷∴三三三三三 

童鰯 �　　　｝ナ …懸案漆器繋言，，＿鞠製 �態 �、 
連隊∴∴：： �� � 

慧慧 ��　iii ∴：∴∴∴：∴ � � 

、当 � ��� 

露 ＼「 � ��� 

‾－巌熊態撥擬“懇請を ��＼＼、＼∴ 　熟読 

十㌢”予 

滋． 灘・態 �� 

‘葵 ���・・綴※懇鰯綴藤懸撥三一三≡ � 

饗※・一二繋終‘’ � 

綴 � �；潔※〕：＼ ’‘態 態撥態 …鰯‘ 、 ベ： �言＼∴ 鰭．． 議 懸：：‾ � �謙 � �∵ ∴ � � �為 義 涛 � �∴：∴ 漆 i＼＼ �談 ∴＋ 

鬱懸慈漆緩譲 ��滋蒲畿熊総滋 �ヾ∴：∴斗「 ��∴∴： � � � � � �∴ �接 �∴∴∴ ∴「、 

て：i �－：∴∴．：÷： � �、∴：灘ヾ、＼∴ � ��そ．潮田隊： �錆 �；・ � � � �繁 �子 「∴ �∵∴嚢 、i 駁 ：‾一、〇ノ二 

◆ �� ���綴、鱗 �、i∴ �、〕 � � �� �言： �遜 

一一∴言莱享 ��� ��� ��� 

ゝ∴ � ��慾窓紙　　．撥懇※ ��� ��������ゴ〝・二・ 

∴“くi： 電 　　　∴： ��� � ��搬 � �搬 �� �ヾ∴ �総懇鐘讃 � 

きるこどきんきいM5ゼ4

や
ま
め
祭
り
．
m
品
の
溝

1
0
月
1
3
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
、
雲
通
品
の
滝
入
り
口
に

お
い
て
雲
通
清
流
会
・
雲
通
青
年
会
が

中
心
と
な
っ
て
『
や
ま
め
祭
り
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

尾
道
や
甲
奴
、
三
次
な
ど
か
ら
の
参

加
者
が
あ
り
、
毎
年
来
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
島
空
港
で
、
「
や
ま
め
祭

り
」
　
の
観
光
案
内
を
見
て
か
け
つ
け
た

横
浜
か
ら
の
お
客
様
も
お
ら
れ
ま
し

た。

朝
は
、
寒
い
く
ら
い
の
気
温
で
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
約
5
0
0
人
の

来
場
者
が
あ
り
、
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん

や
、
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
来
て
い
る
方

た
ち
も
釣
り
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た。
中
に
は
、
釣
り
が
好
き
な
の
で
自
分

の
竿
を
持
っ
て
き
て
釣
っ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

売
店
で
は
、
マ
ツ
タ
ケ
ご
は
ん
、
や

釣
れ
た
よ
I
・

ま
め
の
塩
焼

き
・
か
ら
あ
げ

や
ち
ら
し
ず

し
、
地
元
で
採

れ
た
野
菜
な
ど

色
々
な
物
が
あ

り
大
盛
況
で
し

、七清治）



みんなで輪になり一緒に踊りました

青壮年部ハンドベル　　　　〔choo chooTRAIN〕

スコップ三味線　　　　　　　　女性部「花笠音頭」

手癖手癖元毎に咲いています 

【廿lLピアの花】 

吉舎徳高畠治交流もシター 

：：i 
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両校校長による調印式
王先金校長（左）と乙村拡校長（右）
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箕
頬
の
絶
え
桟
い一

日
で
し
た
I
・

徳
市
敬
老
会
・
文
化
祭

1
0
月
2
0
日
（
日
）
午
前
1
0
時
よ
り
敬
老

者
0
0
名
を
お
迎
え
し
開
催
し
ま
し
た
。

3
名
の
方
に
米
寿
の
お
祝
い
の
花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
、
子
ど
も
か
ら
敬
老
者

の
皆
さ
ん
ま
で
地
域
ぐ
る
み
で
出
演

し
、
敬
老
会
の
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

迫
力
あ
る
吉
舎
中
学
校
吹
奏
楽
部
・

三
次
市
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
も
好
評
で

ア
ン
コ
ー
ル
ま
で
出
て
い
ま
し
た
。

飽
き
の
来
な
し
内
容
で
あ
り
、
皆
さ

ん
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
ま
れ
て
い
た

雰
囲
気
が
伝
わ
り
、
喜
び
と
感
謝
に
満

ち
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。（

中
倉
政
子
）

日
影
館
高
校
二

中
華
民
国
国
立
苗
粟
高
級

中
学
と
姉
妹
校
に
－

日
彰
館
高
校
は
、
去
る
9
月
2
6
日
に

中
華
民
国
（
台
湾
）
　
の
国
立
苗
栗
（
み
や

お
り
）
高
級
中
学
と
姉
妹
校
協
定
を
結
ば

れ
ま
し
た
。

台
湾
は
戦
前
、
日
彰
館
同
窓
生
の
磯

永
吉
博
士
が
　
「
蓬
莱
米
」
　
の
研
究
を
さ

れ
た
所
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
台
湾
の
食

糧
事
情
を
劇
的
に
改
善
し
た
磯
博
士

は
、
現
在
も
「
蓬
莱
米
の
父
」
　
と
し
て

国
民
の
尊
敬
を
集
め
て
お
り
、
国
立
台

北
大
学
に
記
念
館
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す。
協
定
式
に
出
席
さ
れ
た
日
彰
館
高
校

の
乙
村
拡
校
長
は
、
苗
栗
高
級
中
学
と

の
姉
妹
提
携
を
お
互
い
の
教
育
力
向
上

や
、
台
湾
と
の
交
流
拡
大
、
国
際
的
視

野
を
持
つ
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
た
い

と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

吉
舎
中
学
校
一
年
生

新
聞
づ
く
り
に
靴
戟
I
・

今
年
度
、
吉
舎
中
学

校
は
　
「
N
I
E
実
践

指
定
校
」
　
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
N
I
E
と

い
う
の
は
、
学
校
な

ど
で
新
聞
を
教
材
に

し
て
勉
強
す
る
学
習
の
こ
と
で
す
。
今
年

は
、
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
と
N
I

E
を
一
緒
に
し
た
総
合
学
習
に
、
一
年
生

が
取
り
組
み
ま
し
た
。

農
業
、
産
業
、
イ
ベ
ン
ト
、
自
然
、
歴

史
、
福
祉
の
6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ

て
、
自
分
達
で
取
材
を
し
新
聞
を
作
成
し

ま
し
た
。

取
材
の
前
に
は
、
中
国
新
聞
の
三
次
支

局
の
方
に
、
見
出
し
の
つ
け
方
、
取
材
の

仕
方
を
学
ん
で
出
か
け
ま
し
た
。
取
材
を

受
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
も
、
地
域
の
事

を
知
ろ
う
と
す
る
、
熱
心
な
中
学
生
の
取

材
を
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
新
聞
づ
く
り
と
い
う
仲
間
と
の

協
働
作
業
で
、
学
ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
時
の
感
想
を
、

一
年
生
の
升
田
圭
亮
君
が
中
国
新
聞
の

「
ワ
レ
オ
モ
ウ
」
　
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

こ
の
新
聞
は
、
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
日
月
1
0
日
頃
か
ら
掲
示
し
ま

す
。
一
年
生
の
頑
張
り
の
自
信
作
を
読
み

に
来
て
く
だ
さ
い
。
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海田原の吉舎iC（仮称）工事現場です。
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矢井の工事現場です。手前が三玉側に、右が海田原の吉舎IC（仮称）に続きます。

騎これからの吉舎町を考える！～吉舎支所ビジョンの紹介～
【人口減少と課題】
平成25年4月1日現在の人口は4，371人、高齢化率は41．1％となっています。

平成37年の人口を推計すると3，791人となり、大きな人口減少が予測されます。特に、20歳～64歳の生産年齢人口と19

歳以下の年少人口の減少が大きいことが推測されます。

その時、吉舎町はどんな状況になるでしょう。

農業をはじめ商工業や地域行事など、あらゆる場面での後継者不足や担い手の確保が課題になると考えられます。そして、

集落機能の低下や崩壊、耕作放棄地や空き家の増加なども懸念されます。

【めざす姿】「人が輝き　自然がきらめき　活き活きとふれあうまち」の姿を求めていきます。
これは、町民みんなが元気で地域活動に関わりながら、安全で安心して暮らせることで、一人ひとりが輝いて暮らす姿を措い

たものです。

⇒そのために　人と人、地域と地域：居住者と来町者が触れ合い、つながりを持つこと、自分たちの地域に自信と誇りを持つ

計
ことが必要ではないかと考えます。

①人が動き交わる必然性の創造

②安心“安全のまちづくり

③自慢できる地域感の醸成

を取組みの視点として、ソフト面の施

策を中心に進めていくよう考えてい

ます。

※2025年人口は、広島県人口推計

ツールによる。

三次市から吉舎町を推計した。

宝石ことさんざl－肋566

響
田
舎
I
C
開
通
ま
で
あ
と
数
か
月
・
。

尾
道
松
江
自
動
車
道
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
ん
で
い
ま
す
。

平
成
2
6
年
春
の
開
通
に
間
に
合
う
よ
う
、

三
良
坂
境
の
双
三
ト
ン
ネ
ル
の
敷
地
側
か
ら
吉

舎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
出
入
り
口
に
な
る
海
田

原
の
国
道
8
4
号
線
ま
で
、
工
事
車
両
が
せ
わ

し
な
く
動
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
2
6
年
度
の
開
通
に
向
け
て
、

三
玉
か
ら
字
賀
峠
ま
で
山
を
掘
削
す
る
工
事
も

着
々
と
進
行
し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事
務
所
に
よ
る

と
、
本
体
工
事
及
び
排
水
路
・
舗
装
・
区
画

線
。
標
識
。
電
気
設
備
工
事
等
、
必
要
な
工
事

の
ほ
と
ん
ど
が
発
注
済
み
と
の
こ
と
で
す
。

日
月
か
ら
は
、
海
田
原
の
国
道
8
4
号
線

（
舎
加
里
さ
ん
前
）
を
片
側
交
互
通
行
に
し
て

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
道
を
追
加
す
る
工
事

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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インフルエンザの予防接種はお早めに！

インフルエンザ流行期
12月下旬から3月上旬

手洗い・うがい‾‾喜怒車馬‾－

バランスの生れた食生活
十分な睡眠青

接種後

2週間から

約5カ月間

4月 �‾ここ“ご1°竃軍顎 　j 

※65歳以上の方は倍大青垣金1、000円です。
（12月31日まで）

【インフルエンザの症状は高熱が特徴です】

いわゆる風邪とインフルエンザの症状は、咳、喉の痛み、発熱するなど
は変わりません。違うのは体温上昇の程度です。インフルエンザでは発

熱するとすぐに38度を越えてしまいます。人の体温は目覚めた時より夕
方の方が高くなりますが、朝から38度以上の発熱があった場合は要注
意です。
インフルエンザの疑いがある場合は早めに医療機関に行きましょう。

7　よることさんざ自他56

懸税申告に向けて～その1～
①農業所得のある方は、農業に関する収入と支出

のわかる預貯金通帳“請求書・領収書（レシー

ト）などを整理しておきましょう。

②医療費控除の申告の際は、領収書の提出が必要
です。一年分の領収書は大切に保管してくださ

い。

③生命保険“共済等の払込証明
は、年末調整や申告の際に必要
となります。なくさないように

しましよう。

醸どうなった？どうなる？あの工事
～　町内での事業・工事について、質問にお答えします　～

Q＆A 

質問：今年の防火水槽の新設予定はありますか？ 

答：敷地地区に「耐震性40壷1基」を11月 
～2月の工期で発注してあります。 

質問：片野川の改修工事は？ 

答：11月～2月の工期で、約60mが県から発 

注されました。 
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轡覿轟観騒蟻i驚 �詠一 「子： � 
子育て支援センターの出前広場を開催

します。のびのびと遊びましょう！

韓　き：12月3日（火）

10時30分～11時30分

場：吉舎保健センター
容：「木の実を使って

クリスマス飾り作り」

お問合せ：三良坂子育て支援センター
「みつばち」℡　44－2136

親子体験、ゲーム、ふれあい遊び　など　隷

園

ノOS0000SS〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇00000000〇〇〇〇〇〇〇〇〇m

：　　藷嬬庸二瑠鵜∴態免繚繚
：とき11月19日（火）10時30分～12時

：内容　サークル交流会

：会場　三良坂地域子育て支援センターみつばち
：　　　　　　お問合せ：三良坂地域子育て支援センター

：　　　　　　　　　　　　　　　　みつばち　℡44－2136
◆〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●

：　　　昔讃“蛋鰯特選韓国藷
：とき11月21日（木）10時～12高

：内容「実りの秋」会費1家族200円
：会場　吉舎保健センター

吉舎地域母子保健推進員

翻舘」三軍軒講書搾∴雑犠llJ．；朗所筋鴫舞
きるこどきんきいM568

！長子

平
成
1
5
年
に
発
行
さ
れ
た

そ
の
魅
力
を
紐
解
い
て
い
き
ま
す
。

敷
地
の
時
打
池

時
刻
ご
と
に
味
が
変
わ
る
池
の
水

敷
地
に
時
打
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
に
あ
る
時
打
池
と
い
う
池
の
名
前

が
地
名
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
出
雲
街
道
の
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
池
で
す
が
、
な
ぜ
そ
の
名
か
つ
い
た
か

と
い
う
と
、
こ
の
池
の
湧
水
は
二
時
間
ご
と

に
味
が
変
わ
る
清
水
が
湧
き
で
る
泉
だ
っ

た
か
ち
で
す
。

時
打
池
か
ら
湧
き
出
る
水
は
大
変
お
い

し
い
銘
水
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
を
通
る
旅

人
や
村
人
、
荷
物
を
運
ぶ
馬
な
ど
も
、
こ
の

水
を
飲
お
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

昔
、
飛
脚
を
し
て
い
た
老
人
が
病
気
に

倒
れ
、
「
こ
の
世
の
名
残
に
も
う
一
度
時
打

ち
の
水
を
飲
ん
で
み
た
い
」
と
言
う
の
で
、

親
孝
行
息
子
が
時
打
ち
池
の
水
を
汲
ん
で

帰
り
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
重
い
病
が
治
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

※
こ
れ
は
、
あ
ら
す
じ
で
す
。

近
所
に
お
住
い
の
前
田
さ
ん
に
お
話
を

い
ち

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
池
は
、
芸
箆
築
落

市
集
落
を
結
ぶ
山
の
中
の
里
道

ど
に
あ
る
そ
う
で
す
。

干
ば
つ
時
に
も
不
思
議
と
水
が
枯
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
時
打
池
。

年
代
ま
で
は
、
飲
料
水
に
困
っ
た
時
、

一
之
渡
・
一
日
市
・
梅
ノ
木
の
集
落
の

人
た
ち
は
、
こ
の
池
に
水
を
汲
み
に

行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

時
打
池
は
二
重
構
造
に
な
っ
て
お

り
、
池
の
堤
が
あ
り
、
中
ほ
ど
に
い
が

わ
が
あ
り
、
そ
の
井
戸
に
水
が
湧
き
出

て
い
た
そ
う
で
す
。

上
水
道
の
普
及
に
よ
り
、
誰
も
時
打

池
に
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
通
じ

る
道
も
現
在
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に

な
り
、
ど
ん
な
様
子
に
な
っ
て
い
る
か

は
わ
か
ら
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
味
が
す
る
の
か
、
ど
ん
な
効

能
が
あ
る
の
か
一
度
味
わ
っ
て
み
た
い

も
の
で
す
。
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諦
め
き
れ
な
い
支
所
の
職
員
3
人
で

探
検
隊
を
急
遽
結
成
し
、
強
行
突
入
し

ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
長
靴
着
用
、
ナ
タ
携

帯
で
、
め
ざ
せ
ー
・
時
打
池
！

道

な

き

道

を

ナ

タ

で

切

り

開

き・　　、
「
う
わ
あ
！
あ
っ
た
！
」

私
た
ち
は
池
の
形
も
残
っ
て
お
ら

ず
、
水
も
枯
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
予
想

し
て
い
た
の
で
、
目
の
前
に
現
れ
た
池

に
驚
き
ま
し
た
。

）

池
は
、
長
年
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
落
ち
葉
や
倒
木
で
か
な
り
埋
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
水
は
枯
れ
ず
に
溜

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

し
ば
し
眺
め
て
い
る
と
、
風
も
無
い
の

に
、
水
面
一
か
所
が
数
十
秒
ゆ
ら
ゆ
ら

と
ゆ
れ
、
ま
た
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

水
は
湧
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。

時
間
は
1
6
時
。

時
打
の
水
は
健
在
で
し
た
。
飲
ん
で

み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

み
ん
な
の
記
憶
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま

い
そ
う
に
な
っ
た
今
で
も
、
山
の
中
で

ひ
っ
そ
り
と
、
時
を
刻
み
な
が
ら
生
き

て
い
ま
し
た
。

吉
舎
支
所
敷
地
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

（
貞
岡
・
福
永
・
吉
野
）

こ
の
辺
り
の
水
面
が
揺
れ
、

水
が
湧
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。



予〉｝‾さんたち豆‾吉舎図書館です
「吟11月の新着図書案内（9月21日～10月20日受入分）
；【一般書】
香ダンボール織り機でおしゃれこもの　蔭山はるみ／著〈手芸〉

濡訴謹つなし育児　三結露忽…聾〉
おやっこ繋ぎの折り紙小物・飾り物　ハーレー静代／著〈工芸〉

：ようこそ、わが家へ　　　　　　　池井戸潤／若く小説〉
，アーサーの言の葉食堂　アーサー・ビナード／著〈随筆〉　など11冊

【児童書】
地獄大図鑑　　　　　　鷹巣龍人／編・著〈しLLL当編作ん うきょう〉

〈クイズ〉
〈よみもの〉

江戸時代の暮らし方　　小沢詠美子／著〈れ
ローラのすてきな耳エルフイ・ネイセ／作〈ふ

ドラえもん科学ワールドspeciaはじめてのふしぎ

女の子の本当にこわいまちがいさがしルナ☆バー
黒魔女さんが通る！巾art16　　　石崎洋
あんちゃん　　　　　　　南部晴市／作〈え

貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

：¢移動図書館車“ころぶっくる号”運行予定

；11刷2日11時30分　～12時30分　吉舎保健センタ‾
0　　　　13時　　～14時　　　安田小学校

；11月26日誌　二嵩総譜繋流センタ＿
：　　　16時　　～17時　　　吉舎保育所

：11月28日12時15分　～12時45分　カイハラ産業

；　嵩∴二書籍言豊麗ンタ＿
：　　　15時　　－16時　　　吉舎小学校

：12月10日11時30分　－12時30分　吉舎保健センター

：　　　13時　　～14時　　　安田小学校

：11月から、一部コースと暗闇を変更します。お気をつけください。

；に盤擦譜崇認識鵜競襲　嘉嘉結語蓋
語語藍讃鷺灘藷競蕊弊誌欝を

●
●＿　＿。．＿　＿　＿　（　－　＿，－　＿　＿、．〝．“一　＿．“一　一　〝，∴。”　＿　き　－　〃1”　－　”　一　一　一　一　億　〇i　－　”　〃9　●　〃　●　●

”全告副群新説苫関 　　与の声を聞く 
－」皐著書島国　・－ 

日時：11月17日（日） 

9時30分－ 

会場：吉舎生涯学習センター 

内容：町内の小・中学校、日影館高校 

の児童生徒7人が意見を発表します。 
「人間が、人間と言われるとき」 

「自分なりの恩返し」「大切な人」など 

多くのご来聴をお待ちしています。 

【お聞合せ】青少年育成吉舎町民会議 

事務局　束　℡43－3112 

し軍閥離陸騙撃の

申請が予算額に達したため、LED防犯灯設
置補助事業の受付を終了しました。

新規申請は受付けていませんので、ご了承く
ださい。

9　まiるごどきんきいM56

☆翻轟轡転騒螺☆

とき：12日7日（土）10時的分から

テーマ：「品持ちんほうのウilスマス」

◆今月のひとこと
何歳の時のじぶんが好きですか。上手に歳を取る

ことができるとおもいますか。

世界という言葉で、まずおもいえがく風景はどんな

風景ですか。
いまあなたがいる場所で耳を澄ますと、何が聴こ

えますか。

沈黙はどんな音がしますか。じっと目をつぶる。する

と、何が見えてきますか。
「最初の質問」

長田弘／詩いせひでこ／絵より
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も高くなります。それだけ体の中に一酸化炭素を取り込んでいるということ。

鶉「まるごと健康コーナー」がいく
～　ふれあい巴まつり　＆　中四字文化祭　編　～

10月に行われた自治振興会のお祭りに出かけてきました。

お祭りの一角で、「呼気中の一酸化炭素濃度」の測定を実施。

（吐く息の中に一酸化炭素がどのくらい含まれているかを測定）
「ちょっといかがですか？」と声をかけられ、よくわからないままに測定をしたという方

や、「うちのお父さん測定して白と、一緒に来られていた家族の方から強く勧めら

れ、苦い顔をしながら（？）測定された方も・・・。

たばこを吸っていると、その量に比例して吐く息の中に含まれる一酸化炭素濃度

大気汚染上限値は10ppm。あなたの息はそれより上？下？
「以前は吸っていましたが、 現在は止めています」とという方は、Oppmでした。　　／【一酸化炭素の影割高／／； 

でのN0，1は32ppmでした！　　　　　一酸化炭素は、ニコチン 

＼■∴ � ��∴∴ �� �　もに動脈硬化の原因と なり、心筋梗塞や脳梗塞を 

◆ 

※滋綴 �滋 ’ヾ 撫： �引き起こします。一酸化炭 素は酸素の200倍以上血液 一、霧：＝ヽ 

1 ・：．－ 諒； �薫 

に）割ナ込みやすく、酸素の 運搬を妨害し、持久力（ス 

り � �� �葦 �タミナ）や作業効率を低下 させます。 ：：； 繍筒をし 　か？測 ��、20秒間息を吐きます。どんな数値がでるでしょう 

れる方は、事前に吉舎支所までご連絡ください。 

（禁煙をされると数値はだんだん良くなります。）

ちなみに、10月20日吉舎ふれあい巴祭り会場

※参考※

【喫煙本数との比較】

ノンスモーカー �0－7ppm � 

ライトスモーカー �8－14ppm � 

ミドルスモーカー �15－24ppm � 

＼ピースモーカー �25－34ppm 

超ヘビースモーカー �35ppm以上 

偶然ですが、大体喫煙本数と同じ値になります。

Y）匝盲　　目で∴∴∴㌔　田」∴こ口　〉　3謀計清二　習　〇十i‾ 

遠因田園園田王言語圏－3　　　　　　霊 ��菓 OI 

11月15日（金）7：30－ �ささ楽生塾　修学旅行　　　　　　　　i下蒲刈方面 

11月17日（日）8：00～ 11月17日（日）9：00～ 11 �‾斉清掃（吉舎地区）　　　　　l ll 

帝釈峡ウオーキング（中四字地区）　l集合‥中四字コミュニティセンター や　　　　ふみ 

月17日（日）10．00～ 11月17日（日）13：00～ �ハードウオッチンク（徳市地区） �吉舎徳市自治交流センター 

しめ飾り作り講習会（吉舎地区） �吉舎生涯学習センター 
11月20日（水）10：00－ 11月20日（水）13：00～ �消防訓練 �吉舎徳市自治交流センター 

防災講演会 　さ‾　∠ゝ－、 �吉舎徳市自治交流センター 

11月22日（金）10：00～ �きさ楽生塾講演本（二次警察署）及び修了式 講演「交通安全教室と犯罪被害にあわないために」 �吉舎生涯学習センター 

11月22日（金）19：00～ 11月24日（日）9：00～ 11月29日（金）13‥30－l 11 �議会報告会 �吉舎生涯学習センター 

楽しく歩」つ会（敷地地区）…大楽寺まで �集合：敷地片野力組集会所 
干支の折り紙講習会 士 �吉舎生涯学習センター 

月30日（土） 12 �ロ舎給食サービス（吉舎地区） 　　．企．． �臆 

月1日（日） 12 �敷地昂齢者配貨サービス（敷地地区） 〇一十1－－」 �敷地コミュニティセンター 

月1日（日） 12月7日（土）9：00～ �安田昂齢者給食サービス（安田地区） �菓 

コミユニナイ　ン　－。‘環境　　′ �八幡コミュニティセンター 八幡小学校 
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